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The Stress Acknowledgment Structure Model's Construction for the High
School Student's of Going on to University Competency Maturity
Kouichi SAITOU
Recently, the problem of the reality shock is standing out in relief. They retire
though they found employment. It is said that the cause depends on not only the
severity of the duty of the reality but also the interpersonal relationship of the office
and the interpersonal relationship in work such as business contacts. The student of
just graduation from the university cannot finish enduring the stress in the workplace,
and it retires. It can be said that this cause is a problem of the immaturity of the
competency. Where on earth does this problem depend on the distortion of what kind
of system? This text sets, and verifies the hypothesis. And, it is the one to propose
what should be of the university education before it finds employment and what should
be of the school training before the university.
Keyword：Reality shock competency stress acknowledgment structure model
covariance structure analysis

























































































































































コ ン ピ テ ン シ ー と は ､ O E C D （ 英 ：
















































































 男子  女子  小計
Ａ高校 69（62.2） 42（37.8） 111（36.6）
Ｂ高校 64（68.1）  30（31.9） 94（31.0）
Ｃ高校 51（52.0） 47（48.0） 98（32.4）








































































勉強（α＝.81） 1 2 3 4
勉強の問題が何となく重い .733 .057 .067 -.003
勉強に対しこのままでは行けないと思う .732 -.059 -.009 -.051
成績を上げるために何をしてよいか分からない .681 .028 -.109 .105
勉強をしなければならないと思うができない .680 .003 .000 -.135
テスト勉強に伴う暗記ができない .551 -.026 .065 .116
家族（α＝.82）
親がいろいろとうるさい -.060 .767 .021 -.067
家族は自分を理解していない .005 .750 .064 .045
家族は自分を信頼していない .006 .689 -.039 .103
親が勝手に期待している .049 .672 -.021 -.013
先生（α＝.80）
先生が人間的に尊敬できない -.126 -.002 .812 -.028
先生が生徒の気持ちを考えてくれない .075 -.022 .767 .039
先生に親近感を感じない .017 -.020 .741 .033
ある先生の態度や行動に嫌いなものがある .065 .071 .536 -.059
友人（α＝.74）
自分の回りの友人は自分を信頼していない .021 -.058 .012 .792
自分の回りの友人は自分を理解していない -.008 -.086 .041 .737
クラスメートがどのように考えているか分からない -.018 .085 .004 .595
勉強のことや将来のことを仲間と話しずらい .004 .059 -.100 .512
友達とのつきあいに気を使わなければならない -.069 .074 .035 .438
因子寄与率 30.00 11.34 9.74 8.00 計 59.18％
因子相関行列 因子 1 2 3 4
1 1.000 .304 .364 .519
2 .304 1.000 .371 .423
3 .364 .371 1.000 .515





















従順念慮（従順であらねばならないとする念､α＝.78） 1 2 3
先生や親のいうことは聞かねばならない .899 -.082 -.033
親の言うことは聞かねばならない .718 -.068 .010
先生は尊敬せねばならない .611 .112 -.108
規則はどんな時でも守るべきだ .533 .011 .035
先生から注意されるのはいけないことである .493 .047 .114
問題回避（α＝.71）
周りの人からいつも好かれていたい、嫌われたくない -.052 .862 -.065
周りからいつも公平に扱われたい .115 .575 -.080
いつも豊富な話題をもったひとでいたい .013 .522 -.099
周りの人から文句を言われるのはすごく嫌だ -.090 .460 .090
私は美人（ ハンサム） でカッコよくいたい -.077 .431 .082
困難な事柄にまきこまれると困ってしまう .051 .418 -.032
私は何ごとにも落ちこぼれでありたくない .098 .409 .233
実績主義（α＝.70）
現在の日本では大学を出ないとだめだ -.062 -.016 .695
他者から認められるためには、実績が必要である -.023 .048 .691
世の中は数字で実績を見せねば意味がない .000 -.113 .573
勉強をしないと将来に影響が大きい .214 .079 .424
因子寄与率 23.81 13.89 10.71 計48.41％
因子相関行列 1 2 3
1 1.000 .257 .243
2 .257 1.000 .375
































3 図 と も 、 モ デ ル の 適 合 度 は 、 G F I
（Goodness of Fit Index）-0.992、0.989、0.989、
AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index）-
0.975、0.963、0.966 といずれも高い値を示して
いる。さらにRMSEA（Root Mean Square
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